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研究成果の概要（和文）： 19年度に全国の病院における薬剤に関する教育体制および臨床薬理

学的視点の看護教育の現状調査の実施、20年度に看護基礎教育における実習の看護学生の服薬

管理の体験状況の調査を実施した。その結果、看護基礎教育および継続教育において臨床薬理学

教育プログラムの作成の意義を明らかにした。これを基に看護基礎教育に焦点を置き、臨床薬理

学の項目「薬効評価」「薬物相互作用」などを講義および臨床実習で系統的に教授する臨床薬理

学プログラムを作成した。さらに、臨床薬理学の視点について教育する必要があると考える。 

研究成果の概要（英文）： 

In the 2007, we examined the medical education system and the point of view of clinical 

pharmacology education.    In 2008, we examined the state of medical management of students 

in nursing practice.   We found it was necessary to explain more clearly the view points of clinical 

pharmacology in these areas.   Therefore, we have considered creating an extensive program 

for fundamental nursing education.   We created a program in clinical pharmacology for 

fundamental nursing education focusing on the areas points of “the point of view of clinical 

evaluation of drug effects”, “knowledge of drug-drug and food interaction”, etc. for the classroom 

and nursing practice. We should spend more time teaching and explaining these areas that we 

previously found to make little sense. 
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１１１１．．．．研究開始当初研究開始当初研究開始当初研究開始当初のののの背景背景背景背景    

近年，科学の発展に伴い，作用力価の高い

薬物や新しい作用機序をもつ薬物など特徴

のある薬物が次々に開発されたことにより，

多くの疾患が治療可能となってきている。一

方で複数の薬物間の相互作用や薬物と食品

の相互作用の問題が表面化している。その背

景には，高齢者の増加とともに複数の基礎疾

患をもつ患者も増加し多剤併用が多くなっ

てきていることや，近年の健康食品ブームに

より漢方薬成分をはじめ薬品類似の成分を

摂取していることがある。また医療現場にお

いて薬物の安全管理体制の整備・教育は進み

つつあるが，診療補助業務における薬物に関

する事故は年々増加傾向であり，この中には

薬物の相互作用に関する事故も少なくない。

このような状況の中で看護師は，薬物療法を

受ける患者の生活を支援する役割を求めら

れていることから安全かつ有効な薬物投与

量，投与方法，薬効の評価等についての基礎

的知識や技術の修得・更新を継続する必要が

ある。 

臨床薬理学はヒトの特性を考慮に入れ，薬

物の作用や動態を研究し，合理的薬物治療を

確立するための科学である。最近，海外では

医薬品を取り扱う医療チームの一員である

看護師に対しての臨床薬理学分野の教育が

実施され，その意義が明らかにされつつある。

一方，わが国では看護系大学が急速に増えつ

つあるが，臨床薬理学の教育は従来の専門基

礎科目の「薬理学」のほか，各専門基礎科目

で部分的に薬物の取り扱いを教授されてい

るのが現状である。すなわち看護基礎教育に

おいて臨床薬理学は系統的に教育されてい

るとはいい難い。したがって，看護学におけ

る臨床薬理学の意義の明確化し、臨床薬理学

の教育の検討が必要と考えられる。 

２２２２．．．．研究研究研究研究のののの目的目的目的目的    

看護学における臨床薬理学教育の意義を明

らかにし、臨床薬理学教育プログラムの作成

とその効果を検証することであった。19-21

年度の目標を以下に示した。 

（（（（1111））））．．．．19年度では、全国の病院における薬剤

に関する教育体制および臨床薬理学的視点の

看護教育の現状調査 

（（（（2222））））．．．．20年度では、看護基礎教育における実

習の看護学生の服薬管理の体験状況および臨

床薬理学教育の学習状況を把握した。 

（（（（3333））））．．．．19年度および20年度の調査結果から、

21年度では看護基礎教育に焦点をあて、臨

床薬理学教育プログラムの作成をした。 

（（（（4444））））．．．．用語定義用語定義用語定義用語定義    

本研究において継続教育および臨床薬理学

を以下のように定義する。 

・継続教育とは臨床現場における看護職員の

臨床実践能力の向上は図る目的で行われる

組織的、体系的教育である。 

・臨床薬理学とは、薬物の人体における作用

と動態を研究し合理的薬物治療を確立する

ための科学である。 

３３３３．．．．研究研究研究研究のののの方法方法方法方法    

（（（（1111））））全国全国全国全国のののの病院病院病院病院におけるにおけるにおけるにおける薬剤薬剤薬剤薬剤にににに関関関関するするするする教育教育教育教育

体制体制体制体制およびおよびおよびおよび臨床薬理学的視点臨床薬理学的視点臨床薬理学的視点臨床薬理学的視点のののの看護教育看護教育看護教育看護教育のののの

現状調査現状調査現状調査現状調査    

①①①①．．．．調査方法調査方法調査方法調査方法    

調査は全国の大学病院 90 施設および 300

床以上の地域病院 150 施設、計 240 施設を対

象に郵送法にて行った。回収率は、39.6％

（95/240；大学病院 43 施設、地域病院 52 施

設）であった。調査内容は、機能別分類、日

本医療機能評価機構の定める認定基準の達

成の有無、病床数、専任の教育担当者の有無、



 

 

薬剤に関する教育担当者の有無とその教育

内容・体制、他職種との連携状況、ゼネラル

リスクマネージャーの職種、薬剤に関する事

故事例分析の実施状況、19 年度、全体の教育

時間に対する薬剤に関する教育時間の割合、

19 年度の臨床薬理学の教育の実施状況とそ

の目的などとした。臨床薬理学分野の内訳は、

Gray らの提唱している「臨床薬理学」の内容

を参考に看護技術に必要な項目「注射技術」、

「薬剤に関する医療上の倫理的課題」、「患者

へのコミュニケーションスキル」、「看護師の

法的責任」を追加し以下の 20 項目とした。

注射技術、薬物動態学、薬理遺伝学、薬物過

敏・アレルギー、薬物有害反応、薬物相互作

用、乳幼児での薬物使用、高齢者での薬物使

用、妊婦や授乳婦での薬物使用、合併症や特

徴のある患者の薬物使用、薬物と腎機能・肝

機能、薬物過量投与/中毒、治療モニタリン

グ(TDM)、薬物依存/乱用、医薬品開発・医薬

品情報・新薬の情報収集、処方箋、薬物に関

する医療経済、薬剤に関する医療上の倫理的

課題、患者へのコミュニケーションスキル、

看護師の法的責任。  

②②②②．．．．分析方法分析方法分析方法分析方法    

大学病院と地域病院の臨床薬理学に関連し

た教育の実施状況を比較した。有意水準はす

べて5%とした。なお、検定数が5以下の項目に

ついては分析していない。解析はSPSS/Ver. 

11.0J for Windowsを使用した。 

③③③③．．．．倫理的配慮倫理的配慮倫理的配慮倫理的配慮    

研究者が所属する大学の倫理審査委員会の

審査を受け承認を得た後に実施した。 

 

（（（（2222）．）．）．）．看護基礎教育看護基礎教育看護基礎教育看護基礎教育におけるにおけるにおけるにおける実習実習実習実習のののの看護学生看護学生看護学生看護学生

のののの服薬管理服薬管理服薬管理服薬管理のののの体験状況体験状況体験状況体験状況およびおよびおよびおよび臨床薬理学教育臨床薬理学教育臨床薬理学教育臨床薬理学教育

のののの学習状況学習状況学習状況学習状況のののの変化変化変化変化    

①①①①．．．．対象者対象者対象者対象者    

鳥取大学医学部保健学科看護学専攻４年

生 83 名を対象に調査を 2 回実施した。調査

時期は、4 年前期と臨地実習終了時期の 4 年

後期に実施した。調査表を配布し、留め置き

法にて調査した。1 回目の回収率は 80.7％

（67/83）、2 回目の 62.7％（42/67）であっ

た。なお、臨地実習は 3 年後期から 4 年後期

に実施される。調査時期は平成 20 年 4 月に

調査した。 

②②②②．．．．調査内容調査内容調査内容調査内容    

調査内容は、実習領域、服薬管理の体験の

有無と臨床薬理学的知識の学習状況等とし

た。患者の服薬準備の体験状況では、準備の

際の確認内容に関する項目や患者の服薬状

況の観察時の情報収集内容を調査した。服薬

管理の体験者に関する項目は、実施程度、観

察内容、確認内容等とした。臨床薬理学的知

識に関する内容は臨床薬理学に必須とされ

ている項目とした。 

分析は、4 年生前期と後期の服薬管理体験

および臨床薬理学的知識項目の学習状況の

変化を把握する。                                                                                                                                                                                                                                                                                        

③③③③．．．．倫理的配慮倫理的配慮倫理的配慮倫理的配慮    

鳥取大学医学部倫理委員会の承諾を得た。 

 

4444．．．．研究成果研究成果研究成果研究成果    

（（（（1111）．）．）．）．全国全国全国全国のののの病院病院病院病院におけるにおけるにおけるにおける薬剤薬剤薬剤薬剤にににに関関関関するするするする教育教育教育教育

体制体制体制体制およびおよびおよびおよび臨床薬理学的視点臨床薬理学的視点臨床薬理学的視点臨床薬理学的視点のののの看護教育看護教育看護教育看護教育のののの

現状調査現状調査現状調査現状調査    

①①①①全国全国全国全国のののの病院病院病院病院におにおにおにおけるけるけるける薬剤薬剤薬剤薬剤にににに関関関関するするするする看護教看護教看護教看護教

育体制育体制育体制育体制のののの現状現状現状現状    

平成19年度の看護教育の総時間数は大学病

院は125±98.6時間、地域病院は116.2±78.9

時間であり、有意差はなかった．薬剤に関す

る教育体制は、ともに80%以上あり、全体の教

育時間に対する薬剤に関する教育時間の割合

は、約10%程度であった（大学病院：11.18±

9.28％、地域病院：10.42±6.7）であった。 

薬剤に関する教育体制がある84施設の臨床



 

 

薬理学教育の現状では、臨床薬理学に関する

教育状況は、薬剤の特性を理解する内容では

「薬物過敏・アレルギー」、「薬物有害反応」

については約60%、「薬物動態学」「薬物相互作

用」については約40%が実施していた。患者の

特性を理解する内容では「乳幼児での薬物使

用」が約20%、「高齢者での薬物使用」は約5%、

「妊婦や授乳婦での薬物使用」、「合併症や特

徴のある患者の薬物使用」、「薬物と腎機能・

肝機能」に関しては約7%と少なかった。また、

「処方箋」に関しては約50%が、「医薬品開発･

医薬品情報・新薬の情報収集」については約

20%が実施していた。 

薬剤に関する教育内容と教育目的との関係

では、薬効評価を理解する目的で実施してい

ると回答したのは、約20%であった。 

（（（（2222））））看護基礎教育看護基礎教育看護基礎教育看護基礎教育におけるにおけるにおけるにおける実習実習実習実習のののの看護学生看護学生看護学生看護学生

のののの服薬管理服薬管理服薬管理服薬管理のののの体験状況体験状況体験状況体験状況およびおよびおよびおよび臨床薬理学教臨床薬理学教臨床薬理学教臨床薬理学教

育育育育のののの学習状況学習状況学習状況学習状況    

実習終了時に服薬管理の体験者は、42 人

（67.8%）であった。実習中の服薬管理指導

の体験者は、14 人（33.3％）であった。薬理

作用と食事、絶食、飲料水、喫煙、生体リズ

ム、服薬時間などと関連させて指導をしてい

た者は実習前後において少なく、指導したと

答えた者の割合は約 10%前後であった。薬効

評価の理解状況は薬効評価についての知っ

ている者は 16 人（38.0%）であった。 

実習における臨床薬理学的内容は、生体リ

ズムと薬効について」学習したと答えた者の

割合は約 70%であった。「新薬の情報収集方

法について」の項目は 38.1%であった。それ

以外の項目は学習したと答えたものは 90%

であった。実習中期と後期において学習状況

の変化において有意差はなかった。 

（（（（3333））））．．．．看護基礎教育看護基礎教育看護基礎教育看護基礎教育におけるにおけるにおけるにおける臨床薬理学教育臨床薬理学教育臨床薬理学教育臨床薬理学教育

プログラムプログラムプログラムプログラムのののの作成作成作成作成    

19年度および20年度の調査結果から、看護

基礎教育および継続教育において臨床薬理学

分野の「薬効評価」、「生活に関連させた服薬

管理指導」、「年齢に応じた薬剤の使用」、「薬

物相互作用」が希薄していることが明らかと

なった。21年度より看護基礎教育カリキュラ

ムの改正にあたり看護基礎教育に焦点をあて

臨床薬理学教育プログラムの作成を検討した。

看護基礎教育において系統的に臨床薬理学を

構築するために看護基礎教育における「臨床

薬理学と看護」の構築を検討し、講義・実習

における臨床薬理学教育の展開を示した。看

護基礎教育における臨床薬理学教育の構築例

では、専門基礎科目において「薬理学」・「臨

床薬理学」の講義が必要である。「臨床薬理学」

の講義内容は、主に看護に必要な視点で「薬

の吸収・代謝・分布・排泄」、「薬物動態学」、

「薬物相互作用」などとする。専門科目に専

門分野Ⅱに「臨床薬理学と看護」に関する講

義・演習を位置づける。「臨床薬理学と看護」

の目的は、「薬理学」、「臨床薬理学」の知識を

想起させ、その活用方法を知る。さらに、看

護において薬物治療に関する観察の視点を理

解することとする。教育展開例を表１に示し

た。看護の統合と実践では、学生が3～4年次

に臨地実習で習得した知識と臨床薬理学分野

の知識を整理，統合できる機会とする。表２

の流れで実施する。特に、薬物治療を受ける

患者を受け持ち、作成した投薬プロセス「観

察」、「アセスメント」、「実施」、「評価」に沿

って観察する。投薬プロセスは、19年度・20

年度の調査から臨床薬理学的視点で希薄して

いた内容を抽出し作成した。統合実習では、

個人ワークは患者を受け持ち臨床薬理学の

「薬効評価」、「薬物相互作用」、「患者の特性」

の視点から観察し、評価する。さらに各学生

の知識を共有する目的でグループワークをさ

せる。 

今後、このプログラムを基に看護基礎教育



 

 

におけて系統的に臨床薬理学を構築する方法

を検討していく。 

表表表表1111：「：「：「：「臨床薬理学臨床薬理学臨床薬理学臨床薬理学とととと看護看護看護看護」」」」にににに関関関関するするするする講義講義講義講義・・・・演習演習演習演習    

表表表表２２２２．．．．臨床薬理学臨床薬理学臨床薬理学臨床薬理学とととと看護看護看護看護にににに関関関関するするするする統合実習統合実習統合実習統合実習    

 実習内容 

１ 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 

個人ワーク（実習3日） 

①薬物治療を受ける患者を受け持ち投薬プロ

セス「観察」、「アセスメント」、「実施」、「評

価」に沿って観察する。（薬物相互作用に関す

るアセスメント項目作成） 

②①の事例を「薬効評価」、「薬物相互作用」、

「患者の特性」の視点から評価する。 

③患者の生活に関連させた服薬管理指導の内

容を抽出 

グループワーク（4h） 

受け持ち患者を紹介し、受け持ち患者の事例

を共有する。 

グループ発表（4h） 

 

５５５５．．．．主主主主なななな発表論文発表論文発表論文発表論文等等等等    

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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2 

 

 

3 
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年齢に応じた薬物の使用とその看護の視点 

① 高齢者・小児における薬物動態の特徴 

（吸収・分布・代謝・排泄） 

② 薬力学の変化 ③循環器系薬物投与時配

慮すべき点 

薬物相互作用とその看護の視点 

① 薬物と薬物、薬物と食物の薬物相互作用 

② 服薬の観察点 ③事例提示 

薬効評価の視点 

① 薬効に影響する因子 ②時間薬理学の視

点（生体リズム） 

患者の生活に関連させた服薬管理指導の内容

の検討：事例提示 

① 年齢に応じた薬物使用 ②薬物相互作用 

＊ ①②の事例を提示する。 

＊ 事例から①原因を理解する。②患者の特

性を理解すること、③薬物と薬物の関連

についての理解、④患者の生活に関連さ

せた服薬管理指導の内容を考える。 
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